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海外で日本語を学習している青少年を日本に
招聘し「海外高校生による日本語スピーチコン
テスト」の開催とともに、日本の若者との交流プ
ログラムを実施した。

昨年の事業に比べ、今年は参加国が2カ国増
え、14ヶ国から16名の海外高校生を招へいで
きた。そのことにより、国内外から参加した高
校生にとってはより多くの国の文化や習慣にふ
れることができた。また、プログラムを通して、
国境を越えた友情を育み、最終日には別れを
惜しみながらもまた日本に戻ってくるという決意
や、お互いに成長してまた再会するという約束
を交わしている姿を見て、当事業の目的として
いる日本と各国の架け橋となる人材、国際的
視野と感覚を有する人物の育成という点にお
いて、将来的に繋がる時間になったと強く感じ
た。実際に日本への留学を決め自国に帰って
より勉強に励んでいる参加者もいる。日本人高
校生の参加者の中には、当プログラム参加
後、将来の方向性が決まり、大学進学に向け
て勉強に力を入れているという声や、このプロ
グラムでの経験を推薦入試に活かしたいという
声も寄せられている。さらには、プログラム中に
訪問した小学校、中学校の生徒、児童にとって
も海外から来た高校生と日本語で交流すると
いう経験は、異文化を知ると同時に、海外への
興味を持つきっかけとなった。
このように、国内外の高校生にとって、当事業
を通して、将来の進路を決めるきっかけになっ
たり、日本語（外国語）学習の強い動機付けに
なったりということはひとつの成果である。さら
には、異文化を理解し、受け入れ、少しでも寄
与できたことが大きな成果である。


